
                     

   
 
 
 

        
               沖縄タイムス ２００３年４月４日 「東京ネット」から 

     「沖縄
おきなわ

語
ご

を話
はな

す会
かい

」 月
ちち

に二
た

回
けーん

集
あち

ま ぬ勉
びん

強
ちょー

会
い

、品川
しながわ

ぬ大崎
おーさき
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葉
ば

-----------------------会長 城間朝昌 

            ・忘
わし

てー成
な

らん沖縄口
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--------------------山路安清 

             ・ 魂
たましぇ

ー沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

（１
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）-----------------新垣清松 

            ・山原
やんばる

覚
うび

出じゃち--------------------------崎浜和子 

            ・沖縄口
うちなーぐち

通訳
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--------------------------------仲井真格 

            ・沖縄
うちなー

口
ぐち

っし語
かた
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            ・事
じ

務
む

局
きょく

から 
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初
はじ

みぬ言葉
くば

        会長 城間朝昌 

 かにから、意
い

込
ぐ

まちょーたる「沖縄
おきなわ

語
ご

を話
はな

す会
かい

」

ぬ会報
いほー

出


じゃする事
く

成
な

いびたん。会員
いいぬ

んまじゅんさ

ーに御
う

喜
ゆるく

びうんぬきやびら。 

くれー、御
ぐ

衆
すー

様
よー

ぬ大切
てーしち

な御
う

話
はなし

書
か

ち御
う

賜
たび

みそーちゃる

御
う

蔭
かじ

やん思
うむ

とーやびーん。「沖縄
おきなわ

語
ご

かわら版
ばぬ

」んか

い諸
むる

沖縄口
うちなーぐち

っし書
か

ち御
う

賜
たび

みそーち、ー会報
いほー

成
な



一杯
いっぺー

にーでーびる。 

 くぬ会
え

ー、１５
じゅーぐ

年
にん

びけーん前
めー

に、「沖縄
うちなー

口
ぐちぇ

ー次
し

第
でー

に使
ちか

ーん成
な

解
わか

らん成
な

来
ち

ょーいびーたく、是非
じ 

皆
んな

さーに勉
びん

強
ちょー

っし広
る

み行
い

かな」んち作
ちゅく

たる会
い

やいびーん。今
なま

まぬ勉強
びんちょー

や、沖縄
うちなー

口
ぐち

習
なら

いがちーな

ー沖縄
うちなー

ぬ歴
れき

史
し

か文
ぶん

化


ん語
かた

たいっし来
ち

ゃーびたん。 

くぬ会
え

ー、沖縄口
うちなーぐち

好
し

ちんやれー誰
たー

やんめんそ

ーち、沖縄
うちなー

口
ぐち

華
はね

ーかち御
う

賜
たび

みしぇーびり。 

沖縄口
うちなーぐち

ぬ習
なら

い易
や

っさる所
くる

やいびーく、くりから

ん、皆
んな

さーに勉
びん

強
ちょー

会
い

盛
む

い立
た

、沖縄口
うちなーぐち

広
る

み行
い

ち

ゃびらんち思
うむ

とーやびーん。宜
ゆた

しく御
う

願
にげ

ーさびら。 
 

忘
わし

てー成
な

らん沖縄口
うちなーぐち

       山路安清 

童
わらび

ぬ時
じ

分
ぶの

ー、良
ゆ

ー沖縄口
うちなーぐち

使
ちか

とーいびーたしが、

何時
い ち

頃
ぐる

から大和口
やまぐち

ん言
い

ーゆーする如
ぐ

成
な

たがやーん

思
うむ

やびーん。 

良
ゆ

ー考
かんげ

ーいねー、小学校
しょーがっこー

んかい入
い

っち先生
しんしー

ぬ大和
やま

口
ぐち

ん解
わか

やびたく、親
うや

兄弟
ちょーでー

か同士
 し

ん時々
ちちぇ

ー

大和口
やまぐち

使
ちか

とーたん思
うむ

やびーん。 

 学校
がっこー

ぬ勉強
びんちょー

や諸
むる

大和
やま

口
ぐち

使
ちか

「方言
ほーげん

使
ちか

てー成
な

らん」

ん言
い

らっとーたく、「標 準
ひょーじゅん

語
ご

ー先生
しんしー

達
たー

前
めー

んじ

使
ちか

いる言
く

葉
ば

」ん思
うむ

とーいびーたん。 

 大和
やま

んじぇー、皆
んな

標 準
ひょーじゅん

語
ご

使
ちか

とーん思
うむ

とーいび

ーたるむんぬ、学校
がっこー

移
うち

鹿
か

児
ご

島
しま

うりから熊本
くまもと

ぬ学校
がっこー

んかい出


じたれー、先生
しんしー

ん生徒
しー

ん諸
むる

方言
ほーげん

使
ちか

とーいび

ーたく驚
うる

ちゃびたん。 

 明治
めーじ

１３年
じゅーさんにん

に沖縄県
おきなわけん

庁
ちょー

学
がく

務
む

課


ぬ出


じゃちゃる

「沖縄
おきなわ

対
たい

話
わ

」ん言


る書
す

物
むち

んかい「貴方
あなた

ハ東京
とうきょう

ノ言
こと

葉
ば

デ御
お

話
はなし

ガ出来
で き

マスカ。（ウンジョー トウキヤウ 

ヌ クトバシヤーイ ウハナシ｛ヌ｝ ウナ｛イ｝ミ

シェービーミ。）」ん書
か

かっとーいびーしが、昭和
しょーわ

１０
じゅー

年
にん

代
だい

ねー「鹿
か

児
ご

島
しま

対
たい

話
わ

」「熊本
くまもと

対
たい

話
わ

」ぬあん宜
ゆた

さん思
うむ

やびーん。 

 戦争中
せんそーちゅー

、 九 州
きゅーしゅー

んかい移
うち

たる沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

ぬ

標 準
ひょーじゅん

語
ご

ー上
じょー

手
じ

やいびーたる。やいびーしが、皆
んな

沖縄口
うちなーぐち

、標
ひょー

準
じゅん

語
ご

、鹿
か

児
ご

島
しま

方言
ほーげん

、熊本
くまもと

方言
ほーげん

ぬまん

ちゃーんちゃーな述懐
すっー

そーいびーたん。 

 我
わ

んねー沖縄
うちなー

口
ぐち

忘
わし

てー成
な

らん思
うむ

、家
やー

んじぇー

なるびち沖縄口
うちなーぐち

使
ちか

沖縄
うちなー

民謡
みんよー

歌
うた

たい、日
にっ

記
き

か仕
し

事
くち

ぬメモか、手


紙
がみ

ん電
でん

話
わ

ん沖縄口
うちなーぐち

っしする如
ぐ

気
ち

掛
が

き

とーいびーん。 
-----------------------------------～------------------------------------ 

◎沖縄
うちなー

字
じー

（、、、・・・）にちーてー終
う

わ

いぬページ見
んー

ち御
う

賜
たび

みしぇーびり。 



 2

魂
たましぇ

ー沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

（１
いち

）      新垣清松 

 我
わ

んねーペルー生


まりぬ泡
あー

瀬
し

ん人
ちゅ

（沖縄
おきなわ

市
し

）やい

びーしが、横浜
よこはま

んかいちねー持
む

っち５０年
ぐじゅーにん

びけーん

成
な

いびーん。 

此
く

ぬ前
めー

、島
しま

んかい帰
けー

同士
 し

小
ー

んかい行会
いちゃ

たる場所
ば す

に

我
わ

んにんかい向
ん

か「ーや、なー大和
やま

ん人
ちゅ

成
な

とーさ

やー。」 

我
わ

んねー言


びたん。「沖縄
うちなー

育
すだ

ちぬ日
に

本
ほん

国民
こくみん

やる、我
わ

んねー大和
やま

ん人
ちょ

ーあらんどーやー。」 

同士
しぇ

ー「あんやる。あんしぇー我
わ

んにんぬ者
むん

や

さ。」ん言
い

ち同士
しぇ

ー合点
がっん

そーいびーさ。 

 我
わ

んねー八
やー

ちぬ年
し

にペルーから来
ち

ゃーびたん。

沖縄
うちなー

口
ぐち

ん大和口
やまぐち

ん解
わか

らんく兄
ちょー

弟
でー

おーえーや、ちゃ

ースペイン語
ご

っしさびたん。あんさく、聞
ち

ち事
ぐ

ん

言
い

ちちゅけー隣
ない

から見
んー

じーが来
ち

ゃーびたん。 

女
ゐなぐ

親
うや

ーペルーんかい帰
けー

やびたん。我
わ

んねー年寄
すい



ぬ暮
く

らし成
な

さく、なんくる沖縄口
うちなーぐち

ん覚
うび

大和
やま

口
ぐちぇ

ー学校
がっこー

んじさびーる、同士
 し

小
ー

達
たー

とー諸
むる

沖縄口
うちなーぐち

びけ

ーんやいびーたん。やいびーく、今
なま

ちき我
わ

んねー

沖縄
うちなー

口
ぐちぇ

ー覚
うび

とーやびーん。 
 
 

山原
やんばる

覚
うび

出


じゃち         崎浜和子 

 「来
ち

ゃーびらたい。」「めんそーれー、内
うち

んかい入
い

み

それー。」ん言
い

ち土
ど

曜
よー

日
び

ぬ沖縄口
うちなーぐち

ぬ勉
びん

強
ちょー

会
ぇ

ー楽
たぬ

し

みそーいびーんたい。 

 今
なま

から４０
しじゅー

年
にん

びけーん前
めー

ぬ事
く

やいびーん。崎
さち

本
む

部
ぶ

ぬーかぬ家
やー

んかい行


じゃる場所
ば す

に「大和
やま

から来
ち

ょー

しぇー分
ぶん

持
む

ちゃーやく、れー苦
ぐり

さる筈
はじ

」ん言
い

ち、

御
う

年寄
すい

ぬ達
ちゃー

や皆
んな

一口
ちゅくち

ん物
むの

ー言
い

みそーらんぐ揃
す

り

、ちょーみしぇーびーたん。 

我
わ

んが、あまくま沖縄口
うちなーぐち

っし御
う

話
はなし

さびたく、皆
んな

打
う

ち解


き、あまからんくまからん沖縄口
うちなーぐち

っし御
う

話
はなし

ぬ

始
はじ

まいびたん。 

やいびーしが、我
わ

んねー聞
ち

ちゅしぇー成
な

いびーたしが、

御
う

話
はなし

すしぇー難
むちか

さいびーたん。 

なーちゃー、御
う

年寄
すい

ぬ達
ちゃー

や同士
 し

小
ー

ぬ如
ぐ

っし我
わ

ー手
ー

引


ち、ら小
ー

登
ぬぶ

たい降
う

りたいっし、ーかぬ家
やー

廻
まー

やび

たん。またバス停
てー

ぬ前
めー

や浜
はま

やいびーたく、降
う

り清
ちゅ

ら海
うみ

んかいん行
い

ちゃびたん。 

 今
なま

ー名
な

護
ぐ

ぬ七
なな

曲
まがい

ん無
ね

ーんな、バス通
どー

りん如何
 ちゃ 

ー

が成
な

とーいびーらやー。昔
んかし

ぬ面
うむ

影
かじぇ

ー無
ね

ーらん成
な

と

ーる筈
はじ

やいびーんやーたい。 

 沖縄口
うちなーぐち

ぬ御
う

蔭
かじ

に、ーかぬ達
ちゃー

ぬ何十年
なんじゅーにん

ぬ御
ぐ

無
ぶ

礼
りー

ん縮
ちぢ

またんぬ御
う

話
はなし

やいびーしが、くりからん

沖縄口
うちなーぐち

勉強
びんちょー

っし、御
う

話
はなし

ぬ上
じょー

手
じ

成
な

いる如
ぐ

しぇーや

ーん思
うむ

とーやびーん。 
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沖縄口
うちなーぐち

通訳
つーやく

           仲井真格 

 大和
やま

から南米
なんべい

んかい移
うち

たしぇー、沖縄
うちなー

、熊本
くまもと

、広島
ひろしま

、

和
わ

歌
か

山
やま

うりから福島
ふくしま

ぬ人
ちゅ

ぬ達
ちゃー

が多
うふ

さいびーたん。 

戦
いくさ

ぬ終
う

わ後
あ

、大和
やま

んかい帰
けー

ちょーる沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

ぬ

事
く

やいびーん。 

羽
はね

田
だ

空
くー

港
こー

んじ入
にゅー

国
こく

手
て

続
つづ

きする時
ち

に述懐
すっー

さる事
く

ぬあ

いびーたん。うんにーねー、沖縄
うちなー

ん人
ちょ

ー沖縄
うちなー

口
ぐち

ス

ペイン語
ご

ぬ解
わか

いびーしが大和
やま

口
ぐちぇ

ー話
はなし

ゆーさびら

んたく、一杯
いっぺー

じゃーー成
な

とーいびーたん。 

我
わ

んねー旅行
りょこー

会社
いしゃ

んかい居


いびたく、毎日
めーにち

羽
はね

田
だ

空港
くーこー

んかい通
かゆ

、沖縄口
うちなーぐち

ぬ通訳
つーやく

っし手
て

続
つづ

きぬがね

ーさる事
く

ぬあいびーん。 
 
 

んさぐぬ花
はな

 

 皆
んな

知
し

っちょーる琉
るー

歌
か

やいびーん。 
 

んさぐぬ花
はな

や 爪
つぃみ

先
ざち

に染
す

み 

親
うや

ぬ寄
ゆ

し言
ぐ

や 肝
ちむ

に染
す

みり 
 

「爪先」や琉
るー

歌
か

っしぇー「つぃみざち」ん言


びー

しが、平生
ーじー

使
ちか

ゆる言
く

葉
ば

っしぇー、「ちみじゃち」っ

し済
し

まびーん。下
しちゃ

ー今
なま

まぬ書
か

ち方
かた

やいびーしが、

比
くら

び見
んー

じみそーれー。読
ゆ

み方
かた

ー上
ー

ぬ物
むん

やい

びーる。 
 
てんしやごの花や 爪先に染めて 
親の寄せ言や 肝に染めれ 

 

 歌
うた

いねー、別
びち

ぬ琉
るー

歌
か

んかい変
け

ーん宜
ゆた

さいびーん。

うぬ場
ばー

ねー琉
るー

歌
か

ー８
はち

８
はち

８
はち

６
るく

、童
わらび

ん達
ちゃー

んかいぬ「寄
ゆ

し言
ぐ

」成
な

いんしぇー益
まし

やいびーん。 
                     （ｙ） 
 
 
 

沖縄口
うちなーぐち

っし語
かた

やびら        國吉（眞） 

 今
なま

ー沖縄
うちなー

んじん沖縄
うちなー

口
ぐちぇ

ー忘
わし

てー成
な

らん言
い

ち、あ

まくまんじ沖縄口
うちなーぐち

ぬ勉
びん

強
ちょー

会
い

ぬあいびーしが、一杯
いっぺー

ー事
く

やん思
うむ

とーいびーん。 

東
とー

京
ちょー

んじぇー、くぬ「沖縄語
おきなわご

を話
はな

す会
かえ

」ー、１５
じゅーぐ

年
にん

びけーん前
めー

にきたんぬ事
く

やいびーしが、我
わ

んねー

会
い

んかい入
い

っち８年
はちにん

余
あま

い成
な

とーいびーん。 

大和
やま

んかい来
っち

から３ ２
さんじゅーに

年
にん

成
な

いびーしが、なー沖縄
うちなー

口
ぐち

っし話
はなし

する時
ち

ん無
ね

ーびらんたく、言
く

葉
ば

ー一
－

ちな

ー一
－

ちなー忘
わし

来
ち

ょーいびーたん。 

幸
しぇーゑ

ーにくぬ会
い

んかい入
い

っちしーじゃ方
かた

から御
う

話
はなし

聞
ち

ちゃい、また語
かた

たいさびたく、たったたった覚
うび

出


じゃち沖縄口
うちなーぐち

っし物語
むぬがたい

すしが一杯
いっぺー

ーりきさいび

ーん。 

 くぬ頃
ぐろ

ー、大和
やま

ぬ文化
ぶん

ー大和口
やまぐち

っし語
かた

、沖縄
うちなー

ぬ文
ぶん

化


ー沖縄口
うちなーぐち

っし語
かた

りわ本当
ふんとー

ぬ心
くくる

ぬ解
わか

いんねーさ

びーん。 

くりからん、沖縄
うちなー

口
ぐち

大和口
やまぐち

っし語
かた

たい、書
か

ちゃい

っし言
く

葉
ば

数
かじ

多
うほー

く覚
うび

いけーやーん思
うむ

とーいびー

く、習
なら

ーち御
う

賜
たび

みしぇーびり。 
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稽
ちー

古
く

さびらな 

 言
く

葉
ば

遣
ぢけ

ーや大切
てーしち

な事
く

やいびーん。大和口
やまぐち

っし「食
た

べ

る」ん言


る言
く

葉
ば

ぬあいびーしが、場所
ば す

にゆっ「食
く

え」か「食
た

べなさい」か「食
く

わす」ん言


びーん

やーさい。 

沖縄口
うちなーぐち

やん場所
ば す

にゆっ言
く

葉
ば

ー、使
ちけ

ー分
わ

きらんと

ー成
な

いびらん。 

下
しちゃ

ぬ話
はなし

ぬ（ ）ぬ中
なか

んかい言
く

葉
ば

「噛
か

むん、うさぎ

ゆん、呉


ゆん、食


ーすん」使
ちか

入
い

っ見
んー

じみそーれー。 
 

隣
ない

ぬめー「あい、ーや、ー場
ばー

来
ち

ぇーさ。くま

んかい素麺
そーみん

ちゃんぷるーぬあさ、ー

ん（  ）。」 

太
た

郎
るー

    「うー、活計
っちー

さびら。あんし旨
まー

さいび

ーる。」 

隣
ない

ぬめー「旨
まー

さみ、出
だ

し小
－

入
い

ってーくやー。」 

太
た

郎
るー

    「我
わ

んねー菓子
－し

小
－

持
む

っち来
ち

ゃーびたしが、

うれー、孫
まが

んかい（  ）みそーれ

ー。くれー、たんめーんかい（  ）
みそーれー。」 

隣
ない

ぬめー「うさきーなー持
む

っち来
ち

ぇーる、活計
っちー

す

さやー。」 

太
た

郎
るー

    「あい、だーなー、ゆらり無
ね

ーびらん

さ、我
わ

んねー豚
－

んかい物
むぬ

（  ）わ

やいびーさ、御
ぐ

無
ぶ

礼
りー

さびらー。」 
                   國吉（眞） 
 
 
 
 

事務局から 

 「沖縄語を話す会」は、沖縄語に関心を持つ者が集
い、沖縄語による対話などを通して素養を深め親睦を
図るためにあります。 
 
 昨年は沖縄文字をワープロ化することに専念して
きましたが、それが成功し、本年は念願の会報を発行
することになりました。 
この会では勉強会などを通して会員の方々から大
変貴重なお話や資料などをいただくことが多いので、
記録に残し会員の方々に還元して、沖縄のことばを勉
強するのに役立てたいと思います。また新しく会員に
なられた方々にも役立つようにしたいと思います。 
 
原稿は沖縄語に関心を持つ方であれば、どなたでも
書くことが出来ます。活字数は今のところ、４００字
詰原稿用紙１枚乃至２枚といたします。少しでも書く
ことをお勧めいたします。 
原稿はこれまで勉強してきました沖縄文字を使うこ
とにします。表記は船津好明著「美しい沖縄の方言」
に従いたいと思います。 
 
勉強のためできるだけ沖縄語で書いていただきた
いのですが、共通語の原稿は事務局で沖縄語に書き替
えさせていただきます。そして原稿は趣旨を変えない
で手直しをする場合があります。この場合会報に載せ
るのに時間を要することもあります。 
また大変恐縮ですが、原稿料はお支払いできませんの
で会報を寄贈して薄謝に代えさせていただきます。 
 
沖縄文字による表記はパソコン通信でも実験を終
え沖縄語で交信ができるようにしましたので、これか
ら広く使われていくことを願っております。 

國吉（眞） 
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創刊号 

語句の説明（沖縄語辞典、広辞苑による） 

 

意
い

込
ぐ

ますん：意気込んで企てる。 

御
ぐ

衆
すー

様
よー

：皆様。 
まじゅん：一緒（に）。共（に）。 
うんぬきゆん：申し上げる。 

御
う

賜
たび

みしぇーん：賜る。下さる。 

        「呉


ゆん」の敬語。「呉


みしぇーん」

より丁寧。 

書
か

ち御
う

賜
たび

みそーちゃる御
う

蔭
かじ

：書いてくださった御蔭。 

盛
む

い立
た

ゆん：盛り上げる。 
まんちゃーんちゃー：まぜこぜ。ごたまぜ。 

述
すっ

懐
ー

すん：困る。 
なるびち：なるべく。 

気
ち

掛
が

きゆん：精出す。励む。 

見
んー

ち御
う

賜
たび

みしぇーびり：見てくださいませ。 
ちねー：家庭。家族。 

同士
 し

：友。友だち。仲間。 

兄
ちょー

弟
でー

おーえー：兄弟げんか。 
ちゃー：いつも。 

ちゅけー隣
ない

：隣。隣近所。 
なんくる：ひとりでに。自然に。 
びけーん：ばかり。 

今
なま

ちき：今になっても。 
ーか：親戚。親類。 

分
ぶん

：身分。身分にそなわる品位。 

れー苦
ぐり

さん：つきあいにくい。 

揃
すり

りゆん：人が集まる。揃う。 
ゆん：すわる。 
あまくま：あちこち。あちらこちら。 

なーちゃ：翌日。 
ら：坂。 
うんにーに：そのおりに。その時に。 

一杯
いっぺー

：たいそう。非常に。たいへん。 
じゃーー：始末に終えないこと。めちゃめちゃ。 
がねー：手伝い。加勢。 

ぬ物
むん

：同じ物。 

寄
ゆ

し言
ぐ

：教訓。忠告。 

ー事
く

：よいこと。 

しーじゃ方
かた

：年上の人たち。先輩たち。 
たった：次第に。 
ーりきさん：面白い。楽しい。 
うさぎゆん：さし上げる。 
めー：おばあさん。 

ー場
ばー

：よいとき。よい折。 

活計
っちー

：ごちそう。 
たんめー：おじいさん。 
うさきー：そんなにたくさん。そんなに多量。 
ゆらりゆん：むだに時を過ごす。また、道草を食う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 






